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は し が き

一般に､マグラチョウのオスは食草とはまったく無関係なムラサキ科の植物に飛来し､

その汁を好んで吸う｡オスのこの行動は､この植物から求愛行動を引き起こさせる化学物

質 (フェロモン)の前駆体であるピロリチジンアルカロイ ドを摂取するためのものである｡

このようなマグラチョウのオスの行動はphm acophagousbehaviorとして定義づけら

れている｡

沖縄には､マグラチョウとして､アサギマダラ､リュウキュウアサギマダラ､カバマグ

ラ､スジグロカバマグラ､ツマムラサキマグラおよびオオゴマダラが定着 ･生息し､その

オスも､オオゴマダラを除いて､例に漏れずムラサキ科のモンパノキに飛来してその汁を

吸う｡ところがごく最近､アサギマダラ､リュウキュウアサギマダラ､スジグロカバマグ

ラおよびツマムラサキマダラのメスにも､モンパノキの汁を吸う行動が観察された｡そこ

で､これらマグラチョウのメスがモンパノキの汁の中のどのような化学成分を摂取 ･代謝

しているかを明らかにする目的で基盤研究 (C)(2)をスター トさせた｡
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研究成果

(1)マグラチョウ類のメスが摂食するモンパノ牛の汁の化学成分

モンパノキの小枝を水で抽出し､得られた水抽出物についてマグラチョウ

類のメスに対する摂食刺激活性試験を行なった｡その結果､水抽出物につい

て摂食行動が観察された｡そこで､摂食試験を併用しながら水抽出物を

SepardexG-25でゲルろ過し､続いてシリカゲルカラムクロマトグラフし､

摂食刺激活性を示す塩基性画分を得た｡以上の操作と試験結果から､マグラ

チョウ類のメスが摂食しているモンパノキの汁の化学成分は塩基性成分であ

ることが明らかとなった｡

(2)マグラチョウ類のメスが摂食しているモンパノ牛の汁の塩基性成分の

構造

マグラチョウ類のメスが摂食しているモンパノキの汁の塩基性画分の成分

組成を明らかにする目的で､塩基性画分をシリカゲルカラムクロマトグラフ

し､化合物 1-6を得た｡化合物 1-4の構造は各種スペクトルデータを標

品のそれらと比較することによりpyrrolizidinealkaloid誘導体 (PAs)である

3T-acetylindicine(l),indicine(2),3.-acetylindicine-N-oxide(3),

indicine-N-oxide(4)と同定した｡
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5

化合物 5は油状物で､その比旋光度は[α]D25+90(cO･2,CHC13)であ

った｡分子式は高分解能質量分析 (HRMS:m/Z313.1847[M]+)の結果か

ら､C16日27N05と決定されたo化合物5の1日および13cNMRスペクトル

をindicine(2)のそれらと比較すると､ネシン酸部を除いて良く一致した｡

このことから､5もネシン部分をretronecineとしたPA誘導体と推定され

た｡EIMSにおいて化合物 5の分子イオンピークはindicine(2)のそれより

14マスユニット大きいm/Z313に観測された｡また､1HNMRスペクトル

を 2のそれと比較すると､Zのネシン酸部分に由来するシグナルのうち､

∂HO･96のH-15に由来するdoublet(∫-7Hz)が化合物5のスペクトルでは

消失し､新たに∂HO.92および1･25にtriplet(J-7･5Hz)およびmultipletが

それぞれ観測された｡これらの観測事実は､化合物 5の構造が Zのネシン

酸部分のイソプロピル基の一方のメチル基がエチル基に置換した構造である

ことを示唆する｡このことは､H-HCOSYスペクトルにおいて､∂HO･95

のH-17によるdoubletと6Hl･87のH-14によるquartetofdoubletとの間

にクロスピークが､また､∂Hl･87のH-14によるquartetofdoubletと∂

Hl･25のH-15によるmultipletとの間にクロスピークが､さらに､6Hl･25

のH-15によるmultipletと∂HO･92のH-16によるtripletとの間にクロス

ピークがそれぞれ観測されたことからも支持される｡また､HMBCスペクト

ルにおいて､∂HO･92のH-16によるtripletと∂C29･7のC-15によるシグ

ナルとの間に2J結合相関によるクロスピークが､また､∂HO･92のH-16に

よるtripletと6C39･3のC-14によるシグナルとの間に3J結合相関によるク
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ロスピークが､さらに､6HO･95のH-17によるdoubletと∂C39･3のC114

によるシグナルとの間に2J結合相関によるクロスピークがそれぞれ観察され

たことも､化合物 5の構造が Zのネシン酸部分のイソプロピル基の一方の

メチル基がエチル基に置換した構造であることをさらに支持する｡

以上の結果から､化合物 5の構造を(1R-[1α,7αβ]ト2-hydroxy-2-

(1-hydroxyethyl)-pentanoicacid(2,3,5,7a-tetrahydro-トhydroxy-

1H-pyrrolyzin-7-yl)methylester(5)と決定した｡

0 0H

6

化合物 6は無色オイル状として得られ,その比旋光度は[α]22D+50 0

(cO･2､CHC13)であった･化合物 6の分子式は,HRMSにおけるm/Z

313･1847のイオンピークから､C16H27N05と推定された｡IRスペクト

ルは3400cm~1に水酸基､1735および 1220cm~1にエステルによる吸収

を示した｡化合物 6のMSが化合物 5のそれとよく類似していたことから

6もpyrrolizidinealkaloid(PA)誘導体と推定された｡PAはネシン塩基と

呼ばれる部位とネシン酸と呼ばれる部位から構成されている｡そこで､各部

位毎に構造を決定した｡

ネシン塩基部については､1H-NMRスペクトルにおいて∂5.81(1H,S)

にオレフィンプロトンによるシグナル､13C-NMRスペクトルにおいて6C

123.57および133.48にオレフィン炭素によるシグナルがそれぞれ観測され

たこと､また､∂H4･68の8位のプロトンによるシグナルが､singletで観

測されたことから､ネシン塩基部はretronecineと推定された｡また､6

の1H-NMRスペクトルを 5のそれと比較すると､5のスペクトルにおい
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て∂H3･45(1H,brd,∫-16･OHz)および 3･95(1H,brd,∫-16.0Hz)の 3

位のプロトンに帰属されるシグナルが､化合物 6では∂H4.40(1H,brd,

∫-16.2Hz)および4.53(1H,d,J-16.2Hz)で観測された｡化合物 5におい

て∂H2･75(1H,ddd,J-11･5,9･0,6･OHz)および 3.28(1H,t,∫-7.5Hz)の

5位のプロトンに帰属されるシグナルが､化合物 6では∂3.64(1H,ddd,

∫-ll.8,7.0,2.7Hz)および 3.76(1H,dt,∫-ll.8,5.6Hz)でと低磁場側で

観測された013C-NMRスペクトルにおいて両者を比較すると､5の ∂C

62.82(C-3)､53.65(C-5)ならびに78.56(C-8)の炭素シグナルは､

6では∂C79･01(C-3)､70･04(C-5) ならびに97･30 (C-8)と､16-

19ppm低磁場側で観測された｡これは化合物 6の窒素原子に電気陰性度の

高い酸素が結合していることを示唆し､6がretoronesineester∧トoxide骨

格を有することを示す｡従って､ネシン部はretronecine一八トoxideと決定

され､6の分子式も推定分子式より酸素が 1つ多いC16H27N06と決定さ

れた｡

ネシン酸部については､6の 1H-および 13C-NMRスペクトルは､ 1個

のカルボニル炭素 (∂C175･75)､水酸基の結合した4級炭素 (∂C84･73)､

Me-CH(OH)部 [∂H4･08(1H,q,∫-6･4Hz)および 1･15(3H,d,∫-6･4Hz)､

ならびに∂C70･24および 17･33]および トmethylpropyl基 [∂HO･91(3H,

t,∫-7.5Hz)､0.93(3H,d,∫-6.5Hz)､1.23(1H,ddd,∫-13.5,7.5,7.0

Hz)､1.40(1H,ddd,∫-13.5,7.5,2.7Hz)および 1.77(1H,ddq,∫-7.0,

6.5,2.7Hz)ならびに∂C12･84､13･15､25･14および41･17]の存在を示唆

し､すでに本植物から単離されている化合物 5のネシン酸部のそれらと比

較するとよく一致した｡従って､化合物 6のネシン酸部の構造は､2-

hydroxy-2-(1-hydroxyethylト3-methyトpentanoicacidと決定された｡

COSY､HMQCおよびHMBCからもネシン塩基部およびネシン酸部の構

造が支持された｡化合物 6を希硫酸中で亜鉛を用いて還元すると､化合物 5
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を与えた｡

以上の結果から､化合物 6を 2-hydroxy-2-(1-hydroxyethyl)13-

methyl-pentanoicacidretronecineesterN-oxide(6)と決定した｡

(3)モンパノ牛の塩基性画分から単離されたpyrrolizidinealkaloids(1

-6)に対するマグラチョウ類の成虫の摂食刺激活性試験

(ア)スジグロカバマグラ(Salaturagenutl'a)の成虫の摂食刺激活性物質

スジグロカバマグラのメスの成虫に対する摂食刺激活性物質およびオスの

成虫に対するpharmacophagousbehavior刺激活性物質を明らかにする目的で､

6種類のpyrrolizidinealkaloids(PAs)1-6の個々についてメスとオスに

対する摂食刺激活性試験を行った｡Tablelに､スジグロカバマグラのメス

Tablel･Consumptionrate(%)*ofpyrrolizidinealkaloids1-6fromthetwigsofM.aregenteaby
maleandfbmalebutterniesofSalaturagenutia･

sample
Consumptionrate P ConsumptlOnrate P

3'-acetylindicine(1)

indicine(2)

3'一aCetylindicine一〃一OXide(3) o

indicine-〟-oxide(4) 98.2±0.4 <0.0001

alkaloid5 0

alkaloid5N-oxide(6) 0

1+2+3十4+5+6 98.3±0.4 <0.0001

93.2±0.5 <0.0001

93.7±1.0 <0.0001

98.3±0.5 <0.0001

97.8±0.5 <0.0001

0

0

98.0±0.9 <0.0001

*Consumptionrate(%)wasdetemi nedbythefollowingequation:

Consumptiomrate(%)=【(A-R)/A]×100,

A:amountofasampleaplliedon仙eglassplatebeforetestlng,

R:amountofasampleremainedontheglassplateaftertestlng.

p:Signtest
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とオスの6種類のPAs(1-6)の摂食率を示す｡スジグロカバマグラのメス

はindicine-〟-oxide(4)のみを摂食 し､一方､オスはpAs1-4を摂食した｡

以上の結果から､モンパノキに含まれる4がスジグロカバマダラのメスに

対する摂食刺激活性物質であることが明らかとなった｡また､pAs1-4が

オスに対するpharmacophagousbehavior刺激活性物質であることも明らかとな

った｡また､スジグロカバマダラのメスは1-6の混合物 も完全に摂食 した

ことから､野外においても､メスはモンパノキから選択的に4のみを摂食す

るのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類のPAsを摂食していること

が示唆された｡同様に､野外においても､オスはモンパノキから選択的に1-

4だけを摂食するのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類のPAsを摂食

していることが示唆された｡

(イ)リュウキュウアサギマダラ㈱ Hs)の成虫の摂食刺激活

性物質

リュウキュウアサギマダラのメスの成虫に対する摂食刺激活性物質および

オスの成虫に対するphamacophagousbehavior刺激活性物質を明らかにする目

的で､6種のPAs 116の個々についてメスとオスに対する摂食刺激活性試

験を行った｡Table2に､リュウキュウアサギマダラのメスとオスのPAs1-

6の摂食率を示す｡リュウキュウアサギマダラのメスは3Lacetylindiche一

昨-oxide(3)とindicine-N-oxide(4)を摂食した｡一方､オスは3'-

acetylindicine-八トoxide(3)のみを摂食したO

以上の結果から､モンパノキに含まれる3と4がリュウキュウアサギマ

ダラのメスに対する摂食刺激活性物質であることが明らかとなった｡また､

4がオスに対するpharmacophagousbehavior刺激活性物質であることが明らか

となった｡ また､リュウキュウアサギマダラのメスもオスも1-6の混合

物も完全に摂食したことから､野外においても､メスはモンパノキから選択
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Table2･Consumptionrate(%)*ofpyrrolizidineaJkaloids1-6fromthetwigsofM･aregenteaby
maleandfemalebutterniesofldeopsISSimilis

sample

ConsumptJonrate p ConsumptlOnrate p

3■-acetylindicine(1)

indicine(2)

3■-acetylindicine-〟-oxide(3)

indicine-N-oxide(4)

alkaJoid5

alkaloid5N-oxide(6)

1+2+3+4+5+6

0

0

98.1±0.2 <0.0001

98.1±0.1 <0.0001

0

0

98.3±0.4 <0.0001

0

0

97.9±0.2 <0.0001

0

0

0

98.3±0.4 <0.0001

*Consumptionrate(%)wasdeterminedbythefollowingequation:

Consumptionrate(%)=【(A-R)/A】×100,

A:amountofasampleapHiedon仇eglassplatebeforetestlng,

R:amountofasampleremainedontheglassplateaftertestlng.

p:Signtest

的に3と4のみを摂食するのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類の

pAsを摂食していることが示唆された｡同様に､野外においても､オスはモ

ンパノキから選択的に3のみを摂食するのではなく､モンパノキに含まれる

全ての種類のPAsを摂食していることが示唆された｡

｣旦⊥ツマムラサキマグラ (EuploeaLmlcl'ber)の成虫の摂食刺激活性物質

ツマムラサキマダラのメスの成虫に対する摂食刺激活性物質およびオスの

成虫に対するphamacophagousbehavior刺激活性物質を明らかにする目的で､

6種のPAs1-6の個々についてメスとオスに対する摂食刺激活性試験を行

った｡Table3に､ツマムラサキマダラ成虫のメスとオスPAs1-6の摂食率

を示す｡ツマムラサキマダラ成虫の雌雄とも1-4を摂食した｡
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Table3･Consumptionrate(%)*ofpyrrolizidinealkaloids1-6fromthetwigsofM･aregenteaby
maleandfemalebutterniesofIEuploeamulciber

sample

Consumptionrate P ConsumptlOnrate p

3'-acetylindicine(1)

indicine(2)

3'-acetylindicine-〟-oxide(3)

indicine-N-oxide(4)

alkaloid5

alkaloid5N-oxide(6)

1+2+3+4+5+6

97.9±0.1 <0.0001

97.9±0.1 <0.0001

97.9±0.1 <0.0001

98.1±0.1 <0.0001

0
0

98.4±0.4 <0.0001

93.7±0.1 <0.0001

93.9±0.1 <0.0001

97.9±0.1 <0.0001

98.1±0.1 <0.0001

0
0

98.3±0.4 <0.0001

*Consumptionrate(%)wasdetemi nedbythefollowingequation:

Consumptionrate(%)=[(A-R)/A】×100,

A:amountofasampleaplliedontheglassplatebeforetestlng,

R:amountofasampleremainedontheglassplatea允ertestlng･

p:Signtest

以上の結果から､モンパノキに含まれる1-4がツマムラサキマダラの

メスの成虫に対する摂食刺激活性物質およびオスの成虫に対する

pharmacophagousbehavior刺激活性物質であることが明らかとなった｡ また､

ツマムラサキマダラのメスもオスも1-6の混合物も完全に摂食したことか

ら､野外においても､メスおよびオスはモンパノキから1-4だけを選択的

に摂食するのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類のPAsを摂食 して

いることが示唆された｡

(エ)アサギマダラ(PaTantl'casl'ta)の成虫の摂食刺激活性物質

アサギマダラのメスの成虫に対する摂食刺激活性物質およびオス成虫に対

するpharmacophagousbehavior刺激活性物質を明らかにする目的で､6種類の

PAs1-6の個々についてメスとオスに対する摂食刺激活性試験を行った｡
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Table4に､アサギマダラ成虫のメスとオスの6種類のPAs1-6の摂食率

を示す｡アサギマダラの成虫のメスは3'-acetylindicine一八ト○Ⅹide(3)および

indicine-N10Xide(4)を摂食し､一方､オスはpAs1-4を摂食した｡

Table4･Consumptionrate(%)*ofpyrrolizidinealkaloids1-6fromthetwigsofM.aregenteaby
maleandfemalebutterniesofParanticasita

sample

ConsumptIOnrate P Consumpt10nrate P

3'-acetyJindicine(I)

indicine(2)

3■-acetylindicine-〟-oxide(3) 93･2±0･1

indicine-〟-oxide(4) 93.2±0.1 <0.0001

alkaloid5 0
alkaloid5〟-oxide(6) 0
1+2+3+4+5+6 93.3±0.1 <0.0001

98.3±0.1 <0.0001

98.3±0.1 <0.0001

98.3±0.1 <0.0001

98.3±0.1 <0.0001

0
0

98.0±0.9 <0.0001

*Consumptionrate(%)wasdeteminedby仇efollowingequation:

Consumptionrate(%)≡【(A-R)/A】×100,

A:amountofasampleaplliedontheglassplatebeforetestlng,

R:amountofasam pleremainedontheglassplateaftertestlng.

p:Signtest

以上の結果から､モンパノキに含まれる3と4がアサギマダラのメスの成

虫に対する摂食刺激活性物質であることが明らかとなった｡また､pAs1-

4のどれもがオスに対するpharmacophagousbehavior刺激活性物質であること

が明らかとなった｡また､アサギマダラのメスが1-6の混合物 も完全に摂

食したことから､野外においても､メスはモンパノキから選択的に3と4の

みを摂食するのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類のPAsを摂食し

ていることが示唆された｡同様に､オスもまた1-6の混合物も完全に摂食

したことから､野外においても､オスはモンパノキから選択的に1-4だけ

を摂食するのではなく､モンパノキに含まれる全ての種類のPAsを摂食 して
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いることがそれぞれ示唆された｡

(オ)カバマダラ (Anosiachrvsippus)の成虫旦摂食刺激活性

野外および研究室の飼育室でカバマグラのメスがモンパノキに飛来すると

ころを著者は一度も観察したことがない｡このことから､モンパノキにはカ

バマダラのメスに対する摂食刺激物質がないと考えられる｡そこで､メスが

モンパノキに含まれるalkaloidsを摂食しないことを確認する目的とオスに対

する摂食刺激活性物質を明らかにする目的で､PAs l-6の個々についてメ

スとオスに対する摂食刺激活性試験を行った｡Table5に､カバマグラのメ

スとオスのPAs 1-6の摂食率を示す｡カバマグラのメスはPAs l-6のいず

れも摂食しなかった｡一方､オスはindicine一八トoxide(4)のみを摂食した｡

Table5.Consumptionrate(%)*ofpyrrolizidinealkaloidsト4fromthetwigsofM.aregenteaby

maleandfemalebutterfHesofAnosiachTTSIPPuS

sample

ConsumptJOnrate P Consumptionrate P

3'-acetylindicine(1) O
indicine(2) 0
3'-acetylindicine一〃一OXide(3) O
indicine-〟-oxide(4) O
aJkaloid5 0
alkaloid5N-oxide(6) 0
1+2+3十4+5+6 nt

0
0
0

98.1±0.4 <0.0001

0
0

98.1±0.2 <0.0001

*Consumptionrate(%)wasdeterminedby仙efollowingequation:

Consumptionrate(%)=【(A-R)/A]×100,

A:amountofasampleaplliedon山eglassplatebefわretestlng,

R:amountofasampleremainedon山eglassplatea触rtestlng･

p:Signtest.

以上結果から､モン ôノキに含まれる4がオスに対するphamacophagous

behavior刺激活性物質であることが明らかとなった｡
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また､カバマグラのオスも1-6の混合物も完全に摂食したことから､野

外においても､オスはモンパノキから選択的に4のみを摂食するのではなく､

モンパノキに含まれる全ての種類のPAs を摂食していることが示唆されたo

以上の5種類のマグラチョウに関する研究結果から､モンパノキに含まれ

るマダラチョウのメスの成虫に対する摂食刺激物質はチョウの種によって異

なることが明らかとなった｡ また､モンパノキに含まれるオスの成虫に対す

るpharmacophagousbehavior刺激物質とメスの成虫に対する摂食刺激物質と

は同種内でも異なることが明らかとなった｡

(4)モンパノキに含まれるその他の成分

(ア)抗酸化物質 (成分)の構造

モンパノキの葉および小枝の水抽出物にDPPHラジカルスカベンジャー

作用が観察されたので､小枝および葉に含まれる抗酸化活性を有する成分の

検索を行った｡

モンパノキの新鮮小枝を水で抽出し､抽出液を濃縮後メタノールを加え､

メタノール可溶部と不溶部とに分けた｡DPPHラジカルスカベンジャー作

用を指標にメタノール可溶部を各種カラムクロマ トグラフィーで分画 ･精製

し､抗酸化活性を有する4種の化合物A-Eを得た｡これらの化合物の構造

は､そのIR,MS,1Dおよび2DNMRの解析ならびに化学誘導から同定した｡
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化合物 A は褐色無定形固体として得られ､比旋光度は[α]D +86.30(c

o.4､MeOH)であった｡ IRスペクトルは､ 3600cm-1の水酸基による吸

収と1715cm~1にカルボニル基による吸収を示し､カルボキシル基の存在

を示唆した｡また､IRスペクトルは 1680cm-1に共役カルボニルによる吸

収と1350から1100cm-1にエステルの特性吸収を示し､化合物 8が共役

エステルの誘導体であることも示唆した｡さらに､IRスペクトルは 1600お

よび 1500cm-1に芳香環による吸収を示し､化合物 A が芳香族化合物であ

ることも示唆した｡

化合物Aの 1日-NMRスペクトルは､ ∂H7･41(1日,d,∫-15･9Hz)および

6.171H,d,∫-15.9Hz)に互いにトランス結合した共役オレフィンプロトン

によるシグナル､ ∂H6.67(1H,d,∫-7･8Hz)､6.81(1H,dd,∫-7.8,2.2Hz)､

6.93(1H,d,∫-2.2Hz)にAMXパターンの芳香環プロトンによるシグナル

を示したoまた､13C-NMRスペクトルは ∂H146･27と149･81に酸素原子

が結合した芳香環炭素によるシグナルを示した｡これらのことから､化合物

Aが部分構造として 3-,4Ldihydroxycinnamicacid部位を有することが示

唆された｡

さらに､1日-NMRスペクトルでは6H6･53(1H,dd,J-7･8,2･2Hz)､6･59

(1H,d,∫-7.8Hz)､6.68(1H,d,∫-2.2Hz)にもう1組のAMXパターンの

芳香環プロトンによるシグナル､ ∂H5･00(1H,dd,∫-9.5,3.5Hz)に酸素

原子に結合した不斉炭素に結合しているプロトンと､それに隣接したメチレ
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ンプロトンの結合によるABXパターンのシグナルがそれぞれ観測された｡

13C-NMRスペクトルにおいても､∂C147･14,145･25にさらにもう1組の

酸素原子が結合した芳香環炭素によるシグナルが観測された｡

これらのことは化合物Aが部分構造として3-(3',4Ldihydroxyphenyl)-

1acticacid部位を有することを示唆する､これらの結果はCOLOCスペクト

ルの解析結果およびEトMSスペクトルによる､3',4'-dihydroxycinnamic

acid部位に由来するm/Z180およびに3-(3',4Ldihydroxyphenyl)-lactic

acid部位に由来するm/Z198のフラグメントピークイオンの存在からも示

唆される｡

以上の結果から､化合物Aは3',4Ldihydroxycinnamicacidと3-(3■,4L

dihydroxyphenylト1acticacidとのエステルであることが推定された｡次

に,両者の結合位置を調べる目的で化合物Aをメタノール中でピリジンを触

媒に無水酢酸と反応させ､水酸基のアセチル化と同時にカルボキシル基のメ

チル化を行った｡この反応で得られた化合物 (Aa)の 1H-NMRスペクト

ルは∂H2.31､2.30､2.28および 2･27に4本のアセチル基によるシグナル

を示し､そのケミカルシフト値からフェノール性の水酸基のみがアセチル化

されたことが確認された｡このことは3-,4Ldihydroxycinnamicacid部の

カルボキシル基と3-(3-,4'-dihydroxyphenylトlacticacid部の2位の水酸

基とが縮合していることを示し､以上から化合物Aの構造をrosmarinic

acidと推定した.化合物Aの物理定数および各種スペクトルデータをR-

(+)-rosmarinicacidの文献値と比較した結果一致した｡したがって化合物

AをR-(+)-rosmarinicacid(A)と同定した｡
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同様な方法によって化合物B-Eの構造を､R-(+)-rosmarinicacid

methylester(B)､caffeicacid(C)､3-(3■,4Ldihydroxyphenylト1actic

acid(D)､およびcaffeicacidmethylester(E)とそれぞれ同定した｡

化合物A-Dならびに一般に知られている抗酸化物質であるアスコルビン酸

のDPPHラジカル消去能を比較した｡それぞれのED50は､A (44〃g/ml､

122〃M)､B(63〃g/ml､169〃M)､C (100〃g/ml､500〃M)､D(90

FJg/ml､455FJM)､アスコルビン酸 (90FJg/ml､511FJM)であり､R-

(+)-rosmarinicacid(A)およびそのメチルエステル (B)はアスコルビン酸

より強い抗酸化力をもつことが示された｡

(イ)モンパノキの葉に含まれるPAsの構造

モンパノキの小枝の抽出操作に従って､葉を水で抽出し､得られた水抽出

物をSepardexG-25でゲルろ過し､続いてシリカゲルカラムクロマトグラフ

し､塩基性画分を得た｡さらに､塩基性画分をシリカゲルカラムクロマ トグ

ラフし､既に小枝から単離されている化合物Zの他に化合物7を得た0

化合物7の構造を分光分析学的手法を用いて推定し､その物理定数および

各種スペクトルデータを文献値と比較することにより､PA誘導体 である1

β,2β一epOXy-1α-hydroxymethyl18α-pyrrouzidine(7)と同定した.
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